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＜連絡事項＞
2020年度八戸地区認知症疾患WEBセミナー

日時：2020年度11月13日（金）19：00～20：35
場所：WEBを通じて配信。
　　　※ご登録・ご視聴方法はWIZ掲示板の添付ファイルを確認して下さい。
　　　※メンタルケア病棟4Fホールにも会場を設置しますが、コロナウィルス感染症
　　　　罹患・拡大防止のため、参加の際にはマスクの着用と体温測定・体調確認に
ご協力お願い致します。

　　　　※ビデオ撮影も予定しているため、当日の参加が難しい方は、センター職員に
ご相談下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はちのへ認知症疾患医療センター　赤坂・大川
＜転出＞
・田沼　清子様～療養環境調整目的にて、14：00南病棟Ａユニット121号室へ転出となる。
＜患者様連絡情報＞
・高橋　如来様～母様お迎えにて、10/28（水）14：00自宅への退院となる。初外来は11/11（水）10：30。
・豊川　登美枝様～入院時、南部町医療センターからの処方薬を持参忘れてきたと夫様より連絡あり。チラーヂンＳ錠(50)0.5Ｔ　１×朝　８日分処方。

・岡村　トミ様～船場Ｄｒ．診察にてフラジール中止、腰痛軽減目的にて、１８ツムラ桂枝加朮附湯エキス顆粒（医療用）　２．５ｇ／包（分３、毎食前）処方となる。点滴は同内容にて10/30まで継続処方。
・川口　ヨネ様～家族面談については、ケアマネージャーの面会後に日程調整の指示。持参薬は11/1より当院処方へ切り替え。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施しているが、他室侵入・他患者様の私物弄り頻回であり、予定より早くに開放観察終了している。創部弄り無く、不穏・興奮や自傷行為も見られない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。各食全量摂取され拒薬も無い。過食仄めかす発言聞かれるが、実際に過食する様子や自己誘発性嘔吐は見られない。対面時情動安定しており、問題行動も無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。食事時は拘束一時解除しスタッフ見守りの下、自力で摂取される。各食全量摂取され、拒薬も無い。処遇に関する不満を訴えられるが説明には了解されている。自傷仄めかす発言無く、情動安定している。拘束部位の循環障害無く、問題行動も無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・佐々木　章洋様～午後1時間の開放観察実施。午前・午後1時間の開放観察実施している。開放観察中は特定女性患者様と交流されているが、同患者様の妄想に左右された言動も見られている為、適宜介入し対応している。他者トラブル無く、易怒性・興奮も見られない。9:00歯痛の訴えあり、歯痛時継続指示カロナール(200) 2T与薬している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・浪打　忠一様～各食全量摂取し、点滴は終了とする。活発になりベッドから立ち上がろうとする行為もあり。転倒転落のリスクあり、観察を要している。
・寺地　徳和様～表情、顔色冴えないが、対面時は穏やか。身体的不調の訴えも無し。
・鈴木　善清様～腹部不快感の訴え聞かれ、各食拒食されるも拒薬は無い。バイタルサイン異常無く、その他不調の訴え聞かれない。便に固執した訴えも聞かれていない。
・豊川　登美枝様～夜間、トイレへの移動などの頻回なコールあり。日中は、同室者の奇声や精神症状に対する不満言動あり。都度話を傾聴し対応している。
・平山　敬之様～各食全量摂取され拒薬も無い。他患者様との交流は見られず、スタッフの声掛けに対しても短い返答しか聞かれない。奇異行動無く問題行動は無い。
・加賀　イト様～各食1/2～全量摂取され拒薬も無い。日課以外の時間は臥床傾向にあり不調の訴え無いが活気無い。バルーンカテーテルのトラブル無し。
＜馬渡Dr診察情報＞

・宮崎　宏之様～処方変更なし。
・佐々木　理佳様～家族は11/1退院希望しているが、デイケア、訪問看護の調整がついてから退院可の指示あり。ＳＷにて調整中。
・鈴木　德美様～処方変更なし。
・鈴木　善清様～臨時薬スルピリド再開。
・松森　英作様～臨時薬はコントミン中止。他は継続。
・岡村　トミ様～臨時薬はサインバルタ減量となる。
・木村　美智子様～処方変更無し。

・是川　雪子様～処方変更なし。
・水梨　孝純様～処方変更無し。
・中野渡　喜世博様～臨時処方アロプリノール追加。
・加賀　イト様～施設入所を進めていくようにとの事。臨時処方はレボフロキサシン追加となっている。
＜入院患者様情報＞
　日　　時：R2.10.27 　　12:56
　氏　　名：小原　哲哉（おばら　てつや）様

　生年月日：昭和36年　11月　30日（58歳）

　病　　名：アルコール依存症疑い

　合併症　：アルコール性肝炎、糖尿病

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：任意入院

　病　　棟：東病棟Ｄユニット

　

(経過）

　R2年R2年7月2週目頃より、体調不良があったとのことだが、長女様が本人様の不調を知ったのは8月に入ってからであった。8月になってからは、本人様宅に様子を見に通っていた。自室内には、缶酎ハイやビールの空き缶があったとのこと。食事もきちんと摂ること出来ておらず、不安感や不眠症状が強く、心療内科の受診を希望された為、8月中旬頃にあおぞらクリニックへ連絡し、同月31日受診。看護師より、食事を摂ることが出来ず、ふらつき等もあるため、一度内科を受診するよう勧められていた。三沢市内のまつぞのクリニック受診。どうにか入院治療をしたいと相談したところ、最終的に八戸赤十字病院内科、精神科へ加療を依頼することとなり、R2.9.3同院糖尿病代謝内科へ入院となる。同月15日頃、精神科Drと本人様、長女で面談実施。Drからは、当院かあおぞらクリニックでの外来通院も良いと説明があったが入院を希望。本人様からは、不眠や不安感が強く、このまま自宅に退院するのは不安との訴えがあった。また、身体疾患もあるが、飲酒量をコントロールできない為断酒の希望もあり。断酒希望聞かれた為、Drより当院の紹介があり、当院での断酒プログラムの希望があり、アルコールプログラム導入目的で12:30、東病棟Dユニットへ任意入院となる。

家族洗濯
買い物：売店利用可
